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修学旅行事前学習用資料集
「いざ！鎌倉」の作成

特別研修員 塩野 正幸 （渋川市立北小学校）

《研究の概要》

Web本研究では 鎌倉修学旅行に向けて見学地を調べる学習で活用するための資料集を、

。 、 「 」「 」 、ページ形式で作成した 本資料集は 主な寺社の見所を 国宝 景色 等の観点に分け

児童に分かるように簡潔に示した。また、関連人物・寺社建築・仏像等に関する知識のペ

ージを設けた。この資料集の活用により児童は見学地について見所を容易に捉えながら理

、 。解を深めることができ 見学地で何を見たいかとう見学の視点を明確にもつことができる

【キーワード：学校行事 鎌倉 修学旅行 事前学習 寺社】

Ⅰ 主題設定の理由

本校では、６学年で鎌倉市を主な見学地とした修学旅行を実施している。事前・事後の学習

は「総合的な学習の時間」に位置づけ、事前の調べ学習の中から修学旅行に向けての課題を見

いだし、実物に触れ学んだことをまとめ発表し合う活動を通して自国理解を深めようとする態

度を養うことをねらいとしている。鎌倉市は、鎌倉時代に幕府がおかれ、政治の中心として栄

え発展した都市であり、数多くの文化財が存在している。事前の調べ学習の中で鎌倉市の文化

財について多くの情報をもとに理解を深め、その価値を明らかにすることが、実際に見て学習

したい自分の課題を明確にもつことにつながると考える。

鎌倉市では、寺社を中心とした文化財が多く、調べ学習の対象は、自ずと有名な寺社が中心

となる。しかし、鎌倉市の寺社について扱った書籍やインターネットの情報は児童を対象とし

たものが少なく、記述や内容が理解しにくい。そのため、調べ学習において書籍中の説明をそ

のまま書き写す児童も少なくない。結果的に現地に行った際、見学地を探すことには熱中する

が、見学地に到着後、何を見てよいか分からず無目的に歩き回る児童も見られる。

そこで、鎌倉市で見学地となりそうな寺社について、見所となる文化財の価値を簡潔に示し

た資料集があれば、調べ学習において見学地を理解する手がかりとなる。さらに、寺社に関す

る基本的な知識や特別な用語の説明があれば、分かりにくい内容を理解するのに役立つ。見学

地について理解が深まれば自分が見学地で何を中心に見るかという見学の視点を明確にもつこ

とにつながるであろうと考えた。また、資料集を 形式で作成すれば、コンピュータを用Web

いて個々の興味・感心に応じた情報を効率よく収集することができる。普段なじみのない用語

などもリンクを設定し関連づけを図ることで繰り返し意味を確認することができる利点もあ

る。

以上のことから、鎌倉市の寺社について見所や寺社そのものについての知識を児童に分かる

、 、 。ように簡潔に示した資料集があれば 修学旅行の事前学習に役立つと考え 本主題を設定した

Ⅱ 研究のねらい

修学旅行の事前学習において、児童が見学地について理解を深め、見学の視点をもつことが

できる資料集「いざ！鎌倉」を作成する。
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Ⅲ 研究の見通し

鎌倉市の主な寺社の見所や寺社についての基礎的な知識を簡潔な表現で 形式でまとめWeb

れば、鎌倉修学旅行の事前学習において書籍やインターネット上の情報と補完し合い、見学地

について理解を深め見学の視点をもつことに役立つ資料集が作成できるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 資料集「いざ！鎌倉」の概要

( ) 基本的な考え方1

ア 見学地について理解を深めるための工夫

難しい文章表記や長い文章による詳しい説明は、児童にとって内容を捉えにくい。そこで、

本資料集では、説明をできるだけ簡潔に短い文で示し見学地の概要を捉えやすいようにした。

しかし、見学地の概要を捉えただけでは、その歴史上の価値や建造物等の特徴を十分理解した

とは言い難い。とりわけ寺社建築や仏像については日頃馴染みがなく分かりにくい。そこで、

見学地について理解を深められるように、関連した人物の知識や寺社についての基礎的な知識

を必要に応じて入手できるようにし見学地について理解が深められるようにした。

イ 見学の視点をもつための工夫

それぞれの寺社に歴史があり敷地内には複数の建物や仏像が存在するが、児童に必ず見てほ

。 。しい貴重な文化財は数限られている 寺社の解説文は文章が長く重点がとらえにくい面がある

そこで貴重な文化財、社会科の学習との関連、景観などの観点に分けて見所を簡潔に大きく示

し、児童が見学地で何を中心に見るかという見学の視点をもちやすいようにした。さらに、主

な寺社の重要な文化財については、現地で実物を見なければ確かめにくい質問を用意して興

味・関心が高められるようにした。

ウ 見学計画の作成を容易にするための工夫

見学計画では、各見学地へ移動が効率よく行われるように見学順を考える必要がある。その

ために寺社や史跡の位置関係をとらえられるように正確な地図を用意した。さらに、日程の作

成にあたっては移動時間の目安を示すとともに時間の計算機能をもたせることにより、調整を

短時間で行えるようにした。

( ) 構成2

選択画面 （メイン画面）

見 学 地 人 物 寺社の用語 年 表 リンク集 見学計画 鎌倉クイズ

円覚寺 源頼朝 お寺と神社 鎌倉時代
建長寺 源義経 お参りの仕方 を勉強しよう
鶴岡八幡宮 源実朝 お寺の建物 鎌倉市
高徳院 北条政子 お寺の建築様式 鎌倉市観光課
鎌倉大仏 北条時宗 神社の建物 鎌倉市観光協会
長谷寺 北条泰時 仏像の種類 鎌倉小町通り
東慶寺 新田義貞 仏像の手 鶴岡八幡宮
浄智寺 足利尊氏 仏教の宗派 東慶寺

（ ）名月院 屋根の形 佛日庵 圓覚寺
長寿寺 長谷寺
円応寺 建長寺
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２ 資料集の内容

( ) メイン画面・選択メニュー1

鎌倉市の正確な地図を表示し、各寺社や史跡の位置関係を捉えらるようにし、見学計画の作

成の参考になるようにした。地図は地図ソフトメーカーの使用許可を受け、地図画像を見やす

いように加工したものを用意した。また、地図上の寺社・史跡名をクリックすることにより、

見学地のページを見ることがことができるようにした。画面の上端に選択メニューを作り、調

べたい内容について現在見ているページ上でいつでもクリックすれば見ることができるように

した。そのために選択項目の多い見学地 ・人物・寺社の用語については、プルダウンメニュ

ーにより選択するようにした（図１ 。）

( ) 見学地2

児童が見学地の見所を一目見て分かるように「国宝 「社会科 「国重文 「景色」などの観」 」 」

点に分けて示すようにした。そして見所のキーワードの文字を大きく表示し捉えやすくした。

さらにキーワードの中で人物名や寺社建築等に関する用語には、人物・寺社の用語のページに

リンクを設定した。このように、説明文を簡略化して見やすく分かりやすくし、必要に応じて

キーワードをクリックすることにより理解を深められるようにした。これにより、他の資料で

見学地について調べている際にも用語の意味を確認することが容易にできる。また、代表的な

寺社については、見所となっている建造物等に関するクイズがある。写真をもとに現地で調べ

ないとわかりにくい内容にして、印刷して携帯できるようにした。また、写真は建造物等の一

部分を利用し全体像についての関心をもてるようにした（図２ 。見学地の解説の下には「く）

わしく調べよう 「必ず見てきたいこと」という欄を設け、印刷すると簡単な調べ学習用のワ」

図２ 見学地

ZPR-020419003図１ メイン画面・選択メニュー ゼンリン電子地図帳ＺⅢ首都圏版
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ークシートとしても利用できるようにした。

( ) 寺社の用語3
鎌倉における見学地の多くは

寺社である。しかし、神社やお

寺については、年中行事等で関

わることもあるが、日頃関心は

薄く知識も少ない。寺社に関す

る解説は、児童向けの簡単な記

述が少なく、特別な用語が多い

上にその用語についての解説も

少ない。用語の意味を正しく捉

えることは見学地の説明を理解

することにつながる そこで 神。 、「

社の建物 「お寺の建物 「仏像」 」

の種類」等、内容のまとまりご

とにページを構成し、関連した

用語を図を用いながらまとめて

説明することにより基本的な知

識や用語の違いをとらえられる

ようにした。また、関連した建

造物等が見られる鎌倉市内の寺

社名を示し、見学地について興

味・関心を広げられるようにし

た（図３ 。）

( ) 人物4
鎌倉市は、鎌倉時代の武家政

治の中心となった都市で、見学

地は源氏や北条氏に関係したも

のも多い。関係した人物につい

て理解を深めることは、見学地

についての興味・関心を深める

だけでなく、社会科の学習との

関連を図り歴史的な価値につい

て認識することにつながる。人

物については 鎌倉時代や寺社・、

史跡に関係した主な人物につい

て、業績を大きく示し、大まか

な特徴をとらえやすくした。そ

の他の業績は箇条書きで示し、

発展的に調べる際の手がかりと

なるようにした。また、主な人

物では、イラストにより人物の

イメージを広げられるようにし

た（図４ 。）

図３ 寺社の用語（知識）

図４ 人物



- 5 -

( ) 年表5

鎌倉時代のことを中心とした

年表で、歴史上の大きなできご

とだけでなく、見学地に関する

できごともわかるようにした。

また、表中の人物や寺社名には

人物・寺社のページにリンクを

設定し確認できるようにした

（図５ 。）

( ) リンク6

鎌倉市は有名な文化財の多い

観光都市で関連したたくさんの

ページがあり、調べ学習にWeb

おける情報収集に適している。

、 、しかし 内容の信頼性も考慮し

主に公的な機関の ページWeb
や寺社が出している公式ページ

を中心にリンクを設定した。ま

た、交通手段や移動時間につい

ての情報も収集できるように配

慮し、見学計画の作成にも役立

てることができるようにした

（図６ 。）

( ) 見学計画7

見学時間、移動時間を入力す

ると到着・出発時刻を自動計算

によって示すようにし、日程の

調整が容易にできるようにした

図７ また 鎌倉五山 名（ ）。 、「 」「

鐘 「やぐら」等の内容別見学」

地例や一般的な見学コース例を

移動時間のめやすを入れて示

し、計画立案の参考となるよう

にした。

( ) 鎌倉クイズ8
鎌倉時代や鎌倉市のことにつ

いて楽しく知識を深められるよ

うにクイズを設定した。内容は

鎌倉時代のできごとや鎌倉の寺

社・史跡の見所に関すること

で、多くの問題をランダム出題

し、正答率を表示することによ

り児童が飽きずに挑戦できるよ

うにした （図８ 。。 ）

図５ 年表

図６ リンク

図７ 見学計画

図８ 鎌倉クイズ
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３ 実践

( ) 実践の概要1
本教材は、鎌倉修学旅行に向けた調べ学習の中で、本やインターネットと併せて活用するこ

とができる。本校は、６月に修学旅行を実施しており、本資料集を事前に行う調べ学習として

利用することはできなかった。そこで、実施後の６学年を対象として試用し、事前に行う見学

地の調べ学習における本資料集の有効性についてのアンケート調査を行った。

( ) アンケート結果と考察（６年児童 名対象）2 28

ア 見学地に対する理解を深められるか

「説明が短く、簡単でわかりやすい 「寺社の用語の内容は、調べるのに役立つ 「お寺や」 」

神社について今までに知らないことが分かった」と答えた児童が過半数を超えた。既に修学旅

行を実施している児童でもあり、見学地のページの内容を短時間にとらえる姿がみられた。さ

らに詳しい情報を望む声もあり、知的な好奇心をゆさぶることができた 「本やインターネッ。

トで調べる学習の手助けになると思う」と考える児童も多く、他の情報と合わせながら理解を

を深める上で役立つとものと考えられる。また、鎌倉クイズには意欲的に何度も挑戦する児童

も見られ、楽しみながら鎌倉についての知識を身につけることができた。

イ 見学の視点をもてるか

「見学地にどんなものがあるか分かりやすい 「何で有名なのか分かりやすい」と答えた児」

童が過半数を越えた。特に自分が行った見学地のページは熱心に目を通し 「自分が行った見、

学地で、もっとよく見ればよかったと思うところ見つけた」とう児童もいた。見学地のページ

に載せた文化財に関するクイズへの関心も高く、答えについて意見交換をする姿もみられた。

クイズの正しい答えを知りたいという気持ちも見学地に行く目的意識を高めることにつながる

と考えられる。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

本資料集は、鎌倉修学旅行の事前に行う調べ学習において、児童が見学地についての理解を

深め、見学の視点もてるようになることをねらったものである。寺社についての特別な用語の

解説を提示したことにより、分かりにくい寺社の説明を理解するのことができた。他の資料の

補助資料としても活用できる内容である。また、見学地の見所を簡潔な記述で観点別に強調し

たことにより児童は各寺社の見所を容易に捉えることができた。短時間で数多くの寺社を調べ

ることができ、各寺社を比較しながら違いを明らかにすることもできた。そして、各寺社の見

所を明確に捉えられたことにより、児童の実物に対する興味・関心を高めることができた。こ

のように、本資料集は見学地の理解を深め見学の視点をもつ上で有効であるといえる。また、

見学計画作成のページを便利と感じた児童も多く、本資料集を使用することにより関心を高め

ながら効率よく調べ学習や見学計画の立案を進めることができると考えられる。今回、本資料

集を試用したのは既に調べ学習・修学旅行を終えて鎌倉についての予備知識が豊富な児童であ

り、実際に授業で活用する中で課題がはっきりしてくるものと考えられる。今後、他の資料と

の関わりの中でどのような場面でどのように活用していくことが効果的であるかを実践を通し

て明らかにし、改良を加えていきたい。
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